
俳句を愉しむにくの会（「玉翠俳句王～にくの会・誌上
句会」欄参照）のメンバーのうち、連歌の魅力に目覚
めた者たちが平成２５年秋に旗揚げした「漂流連歌
会」。この１年の間に二度開催され、いずれも歌仙（36句）
を巻きましたが、回を追うにつれて自由度が増してきて
います。第７回では、英語が登場したり、俳号を句ご
とに変えてみたりと自在の境地（やりたい放題ともいう）

に達しています。
　「漂流連歌会」では、独自の「膝送り・廻り宗匠＋衆
議判」システムに則り、参加者（連衆）の共同作業で
会を運営しています。このシステムでは、連衆が順番に
出句していきます（膝送り）が，出句の番になった人が
宗匠役となり（廻り宗匠）、自分一人で作句するもよし、
他の連衆のお知恵を拝借して作句するもよしとして、他
の連衆もこれに対し自由にコメントしたり代案を出した
りしながら（衆議判），進めていきます。自分の番が終
わると、１時間くらいは、他の連衆の作句の苦労を肴
にお酒でも呑んで寛ぎながら、あれこれツッコミを入れ
たりしてノンビリ楽しむことができます。
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座の文芸，即興の文芸といわれる連歌の面白さは，連
衆によるコラボレーションの場である連歌会を体験して
初めて実感できるものです。連歌は初めてでどうしたら
いいのか分からないという方でも気軽に参加していた
だけます。（文責 豊澤佳弘 S50 toyosawa@msf.biglobe.ne.jp）

（文責 岡崎洋 S37 okazaki@tokeilaw.com）
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